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昔 

 
 

平
塚
市
公
園
愛
護
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協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事 

藤
田 

早
苗 

平
成
１
０
年
「
か
な
が
わ 

ゆ
め
国

体
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
国
体
開
催
準
備
が
、
す
で
に
１
０

年
前
よ
り
始
ま
って
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
時
期
、
子
ど
も
会
が
発
足
当

時
よ
り
携
わ
って
き
た
「
桃
浜
子
ど
も

会
公
園
愛
護
会
」の
団
体
名
を
「羽
衣

公
園
愛
護
会
」と
改
名
し
ま
し
た
。 

改
名
は
諸
々
の
発
想
か
ら
の
選
択
で

し
た
。 

※ 

時
代
の
流
れ
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

 

子
ど
も
た
ち
の
減
少
傾
向
に
あ
る
子

ど
も
会
の
清
掃
活
動
の
軽
減
を
図

る
事
も
含
め
、
自
治
会
と
子
ど
も

会
と
が
共
同
で
進
め
て
い
っ
た
ら
ど

う
だ
ろ
う
か
。 

※ 

来
る
神
奈
川
国
体
が
開
催
さ
れ

る
折
に
は
、
桃
浜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
来

ら
れ
る
県
内
は
勿
論
、
全
国
の
選

手
の
皆
様
・
応
援
の
皆
様
方
を
通

り
す
が
り
の
公
園
で
は
あ
り
ま
す 

が
、
き
れ
い
な
公
園
で
お
迎
え
を
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。 

愛
護
会
の
実
践
団
体
が
自
治
会
に

委
ね
ら
れ
は
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
会

に
と
って
公
園
清
掃
活
動
は
欠
か
す
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
会
活
動
の
基

本
は
、
「
体
育
面
」
・
「
文
化
面
」
・
「
奉

仕
面
」
の
内
容
を
組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
希
ま
し
い
の
で
す
。
と
も
す
る

と
、
遊
び
中
心
に
な
り
が
ち
の
中
で
公

園
清
掃
は
身
近
な
奉
仕
活
動
の
場
所

で
あ
り
、
自
分
達
が
お
掃
除
を
す
る

事
に
よ
り
「
ご
み
は
捨
て
な
い
」
「
き
れ

い
に
使
う
」
等
、
大
切
な
習
慣
を
知
ら

ず
知
ら
ず
の
内
に
身
に
付
け
る
事
が
で

き
る
か
ら
で
す
。 

以
前
、
鎌
倉
の
会
に
出
席
し
た

時
、
「
軒
下
み
ど
り
」
と
発
言
さ
れ
た

女
史
は
、
「
緑
を
増
や
す
こ
と
は
大
切

な
事
で
す
。
で
も
、
「
軒
下
み
ど
り
」
に

と
ど
ま
ら
ず
広
視
野
に
立
って
考
え
る

事
で
す
。
大
鷲
の
巣
が
話
題
に
な
り

ま
す
が
、
大
鷲
に
限
ら
ず
鳥
類
は
大

空
を
自
由
に
飛
び
交
い
緑
が
あ
って
も

軒
下
に
は
停
ま
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

自
然
と
の
共
存
は
、
住
ん
で
い
る
地
形

は
何
山
系
に
属
す
る
か
、
そ
し
て
、
そ

こ
の
動
植
物
を
も
考
慮
す
べ
き
で
す
」

と
、
自
然
界
に
対
す
る
思
い
と
情
熱
を

語
る
女
史
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
自

然
開
発
阻
止
と
保
護
の
話
題
の
中
に

「
地
球
温
暖
化
」
は
当
時
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
今
や
「
地
球
温
暖 



 

 

（財）かながわトラストみどり財団湘南地区推進協議会主催平成 18 年度ふれあい緑化事業の助成に

より鬱金（ウコン）桜を市内 4 公園に愛護会の方々の御協力により植樹いたしました。 

桜づくしの春･･･ 

鬱金（ウコン）桜について： 

 バラ科サクラ属 東京の荒川堤で栽培されて

いた品種です。花が淡黄色で珍しいことから、

全国で栽培されており、欧米でも好まれている

品種です。花の色が鬱金色（染物）から鬱金と

呼ばれています。 

龍城ケ丘公園 
港公園 

三島公園 

めぐみが丘公園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

々
、
公
園
と
い
う
空
間
か
ら
「
和
」
を

広
げ
て
い
く
よ
う
で
す
。 

 

遠
い
過
去
の
こ
と
。
公
園
清
掃
の

時
、
フ
ト
も
ら
し
た
子
ど
も
の
夢
の
つ
ぶ

や
き
が
、
今
も
こ
こ
に
は
残
って
い
る
気

が
し
ま
す
。 

 
 

春
は 

ご
近
所
さ
ん
と
桜
の
花
見 

 
 

冬
は 

ご
近
所
さ
ん
と
第
九
の
大

合
唱 

 

叶
わ
ぬ
夢
で
も
、
夢
が
あ
る
公

園
・・・。 

化
」
は
大
き
な
社
会
問
題
で
す
。
「
軒

下
み
ど
り
」
も
出
番
で
す
。
地
球
温
暖

化
防
止
の
一
策
と
し
て
大
歓
迎
で

す
。 

 

緑
と
云
え
ば
、
自
主
的
に
「
花
壇
の

手
入
れ
」
を
し
て
下
さ
り
草
花
を
愛

で
る
優
し
い
人
達
が
羽
衣
公
園
に
お
い

で
で
す
。 

日
常
の
水
遣
り
・
夏
の
早
朝
、
夕
方
の

水
遣
り
、
季
節
毎
の
草
花
の
植
替
え

等
、
蔭
で
快
く
奉
仕
し
て
下
さ
る
皆

様
方
。 

 

ま
た
、
社
会
生
活
に
慣
れ
る
手
段
と

し
て
一
生
懸
命
に
お
掃
除
を
し
て
下

さ
る
作
業
所
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
の
皆

様
方
。
地
域
の
方
々
か
ら
そ
れ
は
感

謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
老
若
男
女
共 

咲くとこんな感じ

です。 



 

 

市内新町にお住まいのHさんより、熊谷（クマガイ）桜をめぐみが丘公園にお譲りいただき、移植いた

しました。早咲きの桜なので今春の咲き具合を心配していましたが、移植後一ヶ月程で見事に満開。

めぐみが丘公園 

熊谷（クマガイ）桜について： 

 バラ科サクラ属 熊谷桜はヒガンザクラに次い

で早く咲きます。コヒガンザクラの八重咲き品種

で、全体に小さく、花は淡紅色。別名ヤエザキ

ヤマヒガンと呼ばれ、全国でも珍しい品種で

す。花弁は 25～30 個ありかわいらしい花です

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        

 
 
 
 
ツバキ 
 

モアステージ公園愛護会 

龍城ケ丘青松緑地を活動場所とされているﾓｱｽﾃｰｼﾞ公 

園愛護会の御紹介です。こちらは旧柿澤邸跡地の一部に 

提供公園として平成 6 年に誕生しました。往時の和風庭園 

としての雰囲気を活かしつつ、ここ数年でﾄﾞﾗﾏﾃｨｯｸに植栽 

等が充実してきましたのは、何と言っても平成 16 年に公園 

愛護会が結成され、会長をはじめとするﾏﾝｼｮﾝの管理組合現存する旧家の門を入って右手にはｼｬｸﾅｹﾞ「太陽」が。 

の役員の方々の適切なﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟと、お花好きの住民有志 （平成 18 年春撮影） 

の方々の日々のお手入れの賜物と言えます。 

愛護会結成のきっかけは、隣接するﾏﾝｼｮﾝの大規模修繕工事に伴い、植栽されたﾋｲﾗｷﾞﾓｸｾｲ等の常緑

中低木の夏場の週 2 回の水遣りのお当番でした。この事をきっかけ にﾏﾝｼｮﾝ住民の公園に対する関心も

高まり、愛護会結成へとつながりました。夏場の除草や水遣りでの蚊には悩まされますが、季節の花を落ち

着いて楽しむ事が出来る、他にはない趣（おもむき）の公園となっています。 

 園内はｻｸﾗやｱｼﾞｻｲ、ﾂﾊﾞｷ、ｶｷ等充実した花木に恵まれています。平成 17 年には西洋ｼｬｸﾅｹﾞも植えま

した。現在は、旧邸の既存樹木や庭園石を残しつつ花壇等も徐々に広げています。近所には素敵な花屋さ 

咲くとこんな感じ

です。 

私の公園自慢 



 

 

んが多く、植栽管理についてのｱﾄﾞﾊﾞｲｽをもらいながら、季節の花を植えています。 

                       会長さんは、お仕事で日本はもとより世界を飛び回った経験からその

土地土地の良さを暮らし方に色々採り入れてこられた方ですが、今はこ

の地に落ち着かれました。元々平塚に住んでいるとつい「茅ヶ崎と大磯

の間」という表現で卑下してしまいがちですが、広々とした駅前、充実し

た道路行政、全国的にもﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの家庭ごみの分別等、湘南地域の

中でも平塚が秀でている点はたくさんあると、平塚の大ﾌｧﾝの御様子。

「特に南側はお花屋さん、お菓子屋さん（和洋菓子店）が多い。これは

心に余裕のある証拠。」とおっしゃいます。 

龍城ケ丘青松緑地は、子ども達には「おばけやしき」のﾆｯｸﾈｰﾑで呼ばれているとか。旧邸の名残の御門

の表札には、誰が書いたのかうっすらと「おばけやしき」のいたずら書きが。それも御愛嬌の皆の憩いの場と

なっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

Ｑ＆Ａこんな時どうしたらいいのですか                  レンゲ 
～公園のお世話をしていて分からないこと～ 

Q：公園を歩いていたらカラスがひどく威嚇
い か く

してくる。どうしたらいいの？ 

A：例年５月から７月にかけて、カラスの威嚇
い か く

等による被害が最も多く見られます。これは、親

ガラスが卵や雛
ひな

を守るために、巣や巣立ち直後で地上に降りている子ガラスの近くを通行する人

などを威嚇
い か く

したり、攻撃したりするようになるからです。カラスの

威嚇
い か く

・攻撃被害にあった場合は、まず近くに巣や巣立ち直後の子ガ

ラスがいないか確認し、できる限り近づかない様にしてください。市

の管理する土地で被害が出た場合は、管理する各担当が対応します。市の

公園で被害が出た場合は、みどり公園課までその旨を御連絡ください。立て

看板の設置や迂回路の指定等によって被害の回避を図ります。これらの方法だ

けでは被害が軽減されない場合は、巣を撤去する、あるいは子ガラスを捕獲することで被害の防

止を図りますが、「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律」により、許可なくカラス（卵・雛
ひな

を含む）を捕獲することはできません。公園を利用される方は、巣周辺を通らないようにしてい

ただき、帽子をかぶる、傘をさすなどの被害対策も合わせてお願いいたします。 



 

 

みなさんでこの会報に色をつけてください 
 

 

公園愛護会に所属の会員の方々の力をお借りして、内容をより充実したものにしていきたいと思っています。     

○公園や緑、花が大好きな方 

○会報を作ってみたい方 

○まちづくりに興味のある方 
誌面づくりに参加いただける方を随時募集しています。 

（メールやお便りによるお手伝いも大歓迎です。）         

Aigo～愛護～ 次号は６月発刊です！ 
この会報は、会員皆様の各公園を「私の公園自慢」のコーナーで紹介しています。日頃の清掃や花壇の手入等、写

真や記事を募集しています。次号に掲載するには１９年５月１４日が〆切です。 

 

問合先                 

平塚市役所みどり公園課

電話:0463-23-1111内線 2176･2515

メール:midori.@.city.hiratsuka.kanagawa.jp


